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平成19年度決算では、生保、損保、銀行の3事

業すべてにおいて増収増益を達成することができま

した。また、業容面においても、生保の保有契約高、損保

の正味収入保険料および銀行の預り資産残高がいずれも過

去最高の水準となるなど、好調に推移いたしました。

当社の取り組みとしては、平成19年10月、日本で初め

て、生保、損保、銀行を傘下に持つ金融持株会社として東

京証券取引所市場第一部に上場したほか、平成20年3月

にソニー銀行を完全子会社とするなど、グループ各社の

結束力強化と成長戦略の加速に向けた道筋を力強く描く

ことができたと考えております。引き続き「原点からの

発想」を大切に、お客さま一人ひとりの「声」を真摯に受

けとめ、お客さまに満足される商品とサービスの提供に努

めることにより、当社グループの存在感をさらに高めてま

いります。

代表取締役社長

株主の皆さま、こんにちは。

ソニーフィナンシャルホールディングスグループの平

成19年度業績について、ご報告申しあげます。

当年度のわが国経済は、企業部門および個人消費の

回復基調が鈍化するなど停滞感が強まったほか、金

融業界においても、サブプライムローン問題に端を

発した株式市場の世界的な下落等の影響を受けた混

迷が続きました。

こうした状況の中、当社グループは、付加価値の高

い商品と質の高いサービスを提供することにより、

お客さまから最も信頼される金融サービスグループ

となることを目指し、平成19年10月11日、東京証

券取引所市場第一部に上場いたしました。

今後も事業の発展とグループ企業価値拡大のため、

引き続き全役職員が業務に邁進してまいります。株

主の皆さまのご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し

あげます。

Interview with the President
社長インタビュー

Q
A

平成19年度の事業総括は
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当社傘下のソニー生命、ソニー損保およびソニー

銀行の金融3事業について、各社の財務の健全性に

留意しながら、それぞれのビジネスモデルの特性を踏まえ

つつ各社の経営状況をモニタリングし、グループ企業価値

の最大化に向けた経営戦略を立案・推進しております。

また、リスク管理、コンプライアンスおよび内部監査態

勢等においても、各社と連携することで、グループとして

のガバナンス強化を図っております。

グループ各社は、いずれも既存の業界他社と異な

るビジネスモデルを実現することで差異化を図り、

合理的かつ利便性の高い商品・サービスを個人のお客さま

に提供してまいりましたが、今後も各社の優位性を強化す

ることで成長を続け、それぞれの業界におけるプレゼンス

を確固たるものとしてまいります。

またグループ各社の成長に加え、グループ各社間の連携

をより一層強めることで、商品・サービスの提供や販売

チャネル・インフラの共有化、相互活用などを通じてグ

ループとしての相乗効果を高め、従来の金融機関が提供

できなかった付加価値の高い商品・サービスを提供して

いきます。

さらには既存の枠組みを超えた領域での新規事業展開に

ついても積極的に検討してまいります。

A 当社の株主さま向けの配当原資は、主に子会社か

らの配当によりますが、ソニー損保およびソニー銀

行については、会社設立以来の歴史もそれぞれ10年および

7年と浅く、事業基盤の強化などが優先されることから、

当社に対し配当を実施できるのは当面ソニー生命に限定さ

れることになります。また、保険事業は法令の定めにより

各種準備金の積み立てが必要なこともあり、配当可能利益

は一定の制約を受けます。

株主還元については、配当のみによるのではなく、各社

が今後中長期的に成長することによるグループ企業価値の

拡大とあわせて評価していただきたいと考えております。

平成20年6月

A

A

持株会社の役割はQ Q

今後の成長戦略はQ

株主還元についての考え方は
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個人のお客さまに特化したビジネスモデル
ソニーフィナンシャルホールディングスグループでは、差異化されたユニークな販売チャネルを通じて、

一貫してお客さま視点に立った質の高い金融サービスを提供しています。

ソニーフィナンシャルホールディングスは、グループの中核企業である、ソニー生命、ソニー損保、ソニー銀行の持株会社として、

グループ会社の経営の独立性を維持しつつ、グループ間の横断的なサービス・商品の構築や機能統合を牽引するなど、

グループとしての一体化した総合金融戦略を実践しています。

販売チャネル

主力商品

強み

成長戦略

Strong Points
ソニーフィナンシャルホールディングスグループの強み

ソニーフィナンシャルホールディングスグループは、金融の持つ多様な機

能 (貯める・増やす・借りる・守る) を融合して、お客さま一人ひとりの経

済的ニーズに合わせた付加価値の高い商品と質の高いサービスを提供する

ことにより、お客さまから最も信頼される金融サービスグループになるこ

とを目指します。

私たちは、お客さまが安心して豊かに暮らせるお手伝いをさせていただくために、お
客さま一人ひとりの「声」を真摯に受けとめ、お客さまに満足される商品とサービス
を提供します。 

お客さま本位 

私たちは、金融サービス事業に特段の公共性が求められることを自覚し、高い倫理観
と使命感をもってビジョンを実現し、社会に貢献します。また、社会の一員として、
よき市民としての責任を果たします。 

社会への貢献 

私たちが目指す金融サービス事業では、社員一人ひとりの貢献が重要であると認識し
ています。私たちは、個性を活かし、能力を十二分に発揮できる自由豁達な組織文化
を支持します。 

自由豁達な組織文化 

私たちは、常に原点から発想し、慣例等にとらわれず創造と革新を追求します。 

独自性の追求 

ビジョン

理　念
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●コンサルティング・セールスが最も有効

に機能し、収益性が良好な死亡保障分野

への注力

●エイゴン社との共同準備会社設立により

個人年金保険分野での積極的な商品開発

●ダイレクト損保市場におけるリーディン

グポジションを維持し、同市場全体の拡

大およびソニー損保のシェア拡大を目指す

●合理的なプライシング、事業費の適切な

コントロールにより高い収益性を確保

●特徴ある新商品・サービスを継続的に導

入することにより、収益源を多様化しつ

つ、業容を拡大

●個人のための資産運用銀行として、証券

や外貨関連商品を中心に強化

●他社と比べ、相対的に安価で合理的な保

険料による独自性の高い商品

●他社との価格競争力を維持しつつ、高品

質なサービスを実現

●ライフプランニングに基づいたコンサル

ティングを通して、オーダーメイドの保

険を販売

●充実したアフターフォロー

●営業店舗を持たないインターネット銀行

ならではの低コスト構造

●より有利で利便性の高い商品ラインナッ

プを提供

●死亡保障保険

●医療保険　など

●自動車保険（リスク細分型）

●ガン重点医療保険SURE

●預金（円、外貨）

●住宅ローン

●投資信託　など

■ライフプランナー（営業社員）

■パートナー（募集代理店）

コンサルティング能力の高い販売陣容に
よる、質の高いサービスの提供

■電話

■インターネット

合理的な保険料で質の高い
サービスの提供

■インターネット

インターネットの特性を活かした
商品・サービスの提供
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Highlights
当期の主な取り組み一覧

平成20年1月 ソニー銀行代理店業務開始 

ソニー生命は、エイゴン社との折半出資により、生命保険会社設立に向けた準備会社であるソニーライフ・エイゴン・

プランニング株式会社を立ち上げました。 

現在、平成20年度の営業開始を目標に、金融機関窓口やライフプランナー経由で個人年金保険を販売する準備を進

めております。 

平成19年8月 エイゴン社との共同準備会社設立 

ソニー生命では、平成16年12月より、ライフプランナーによるソニー銀行住宅ローンの取次業務を開始し、お客さ

まから住宅ローンに関するご相談があった場合、ソニー銀行への取次を行ってまいりました。 

平成20年１月からは、ライフプランナーが直接お客さまにソニー銀行住宅ローンの商品説明および申込書の交付を

行えるようになりました。これにより、ライフプランナーは、お客さまからの住宅購入資金に関するご要望・ご相談に

ついて、より一層具体的に応じられるようになり、お客さまのライフプランに対する総合的なコンサルティングとサー

ビスの提供が可能となりました。 

ソニー生命 

ソニー損保 

平成19年10月 「即日安心365」サービス開始 

平成19年8月 ガン重点医療保険SURE 商品改定（8月募集開始、11月1日付商品改定） 

ソニー損保では、事故対応時のお客さまへのサービスとして、「即日安心365」サービス

を開始しました。これは365日、平日・土日・休日にかかわらず事故受付が完了した当日中

に初期対応を行い、対応結果を事故受付当日中にお客さまに報告することをお約束するサー

ビス※です。 

従来から実施している24時間365日の事故受付や「事故受付後3時間以内のお客さま専任

担当者からのご連絡」のお約束サービス※に加えてこのサービスを導入することで、お客さま

が事故時に感じる不安を早期に解消できるものと考えております。 

※サービス提供にあたっては所定の条件があります。 

〈保険金等のお支払い状況：調査報告〉 

ソニー生命では、平成13年度から平成17年度に亘る保険金等のお支払い状況に関する調査を行い、その調査結果に

ついて報告いたしました。調査の結果、保険金等のお支払い金額の不足等がありましたことをお詫び申しあげますとと

もに、今後このような取り扱いが生じないよう、経営の最優先課題として再発防止およびお客さまへのサービス向上に

努めてまいります。その一環として、代表取締役社長をリーダーとする「保険金等支払管理態勢強化特別対策プロジェ

クト」を設置し、お客さまへのお支払いに関する情報提供の充実や、お支払い業務に係る業務フロー改善に向けた大規

模システム開発等に取り組んでおります。 
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ソニーフィナンシャルホールディングス（連結）

過去4か年の業績推移表

経常収益

経常利益

経常収益

経常利益

経常収益

経常利益

経常収益

経常利益

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

生命保険事業

損害保険事業

銀行事業

連結

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

6,042

171

381

△28

113

△21

6,532

122

6,966

243

457

△7

172

17

7,587

253

6,898

148

510

20

194

13

7,592

183

7,413

390

556

28

259

24

8,221

445

（億円） 

平成19年度 平成18年度 平成17年度 平成16年度 
0

3,000

6,000

9,000
8,221

7,5927,587

6,532

（億円） 

平成19年度 平成18年度 平成17年度 平成16年度 
0

100

300

500

200

400

445

183 
 

253

122

■ 連結経常収益の推移 ■ 連結経常利益の推移

1

より詳しい情報は、当社のホームページ　　 http://www.sonyfh.co.jp/ をご覧ください。

Business Outline
グループ業績の推移
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過去4か年の業績推移表

保有契約高［年度末］

保有契約年換算保険料［年度末］

うち第3分野

解約・失効率

新契約高

新契約年換算保険料

うち第3分野

保険料等収入

資産運用損益

（億円）

（億円）

（億円）

（％）

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

278,234

4,508

1,028

6.32

37,242

638

161

5,516

449

290,845

4,742

1,094

5.84

33,921

617

145

5,805

1,038

302,444

5,046

1,174

5.79

34,294

655

144

6,055

705

314,973

5,300

1,228

6.12

38,025

634

133

6,484

175

■ 保有契約高の推移 ■ 保険料等収入の推移

ソニー生命（単体）2

より詳しい情報は、ソニー生命のホームページ　　 http://www.sonylife.co.jp/ をご覧ください。

（億円） 

平成19年度末 平成18年度末 平成17年度末 平成16年度末 
100,000

200,000

300,000

400,000

314,973
302,444

290,845
278,234

（億円） 

平成19年度 平成18年度 平成17年度 平成16年度 
2,000

4,000

6,000

8,000

6,484
6,055 
 5,805

5,516

※1 保有契約高、保有契約年換算保険料、解約・失効率、新契約高、新契約年換算保険料は、個人保険と個人年金保険の合計です。
※2 解約・失効率は、復活契約を失効と相殺せずに算出しています。
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ソニー損保

過去4か年の業績推移表

元受正味保険料

正味収入保険料

正味支払保険金

正味事業費率

正味損害率

コンバインド・レシオ

保有契約件数［年度末］

（億円）

（億円）

（億円）

（％）

（％）

（％）

（万件）

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

374

378

174

34.6

51.9

86.5

67

449

452

211

30.3

52.3

82.5

82

501

504

241

26.3

53.6

79.9

93

546

550

262

26.7

53.5

80.3

102

■ 正味収入保険料の推移 ■ コンバインド・レシオの推移

3

より詳しい情報は、ソニー損保のホームページ　　 http://www.sonysonpo.co.jp/ をご覧ください。

Business Outline
グループ業績の推移

正味事業費率＝保険引受に係る事業費÷正味収入保険料
正味損害率＝（正味支払保険金＋損害調査費）÷正味収入保険料
コンバインド・レシオ＝正味損害率＋正味事業費率

（億円） 

平成19年度 平成18年度 平成17年度 平成16年度 
150

350

450

550

650

250

550
504

452

378

（％） 

平成19年度 平成18年度 平成17年度 平成16年度 
60

70

80

90

100

80.379.9
82.5

86.5
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過去4か年の業績推移表

業務粗利益

営業経費

業務純益

預り資産残高［年度末］

貸出金残高［年度末］

自己資本比率（国内基準）［年度末］

口座数［年度末］

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（％）

（万件）

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

53

69

△15

5,763

1,263

11.97

36

94

70

22

6,751

2,394

9.24

43

90

76

13

8,488

2,847

11.49

49

109

81

28

12,473

3,470

9.15

61

■ 預り資産残高の推移 ■ 貸出金残高の推移

ソニー銀行（単体）4

より詳しい情報は、ソニー銀行のホームページ　　 http://sonybank.net/ をご覧ください。

※預り資産残高は、預金残高と投資信託残高の合計です。

（億円） 

平成19年度末 平成18年度末 平成17年度末 平成16年度末 
0

5,000

10,000

15,000

12,473

8,488

6,751
5,763

（億円） 

平成19年度末 平成18年度末 平成17年度末 平成16年度末 
0

1,000

2,000

3,000

4,000

3,470

2,847

2,394  

1,263



下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される 
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。 

※本アンケートは、株式会社エーツーメディアの提供する「e-株主リサーチ」 
サービスにより実施いたします。（株式会社エーツーメディアについての詳細　 
　http://www.a2media.co.jp）※ご回答内容は統計資料としてのみ使用さ 
せていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。 

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを 
実施いたします。お手数ではございますが、 
アンケートへのご協力をお願いいたします。 

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｅ-ｋａｂｕｎｕｓｈｉ．ｃｏｍ 
　アクセスコード　8729

株主の皆さまの声をお聞かせください 

ご回答いただいた方の中から 
抽選で薄謝（図書カード500円） 
を進呈させていただきます 

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入） 
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。 

空メールによりURL自動返信 

Yahoo!、MSN、exciteのサイト
内にある検索窓に、い い か ぶ と
4文字入れて検索してください。 

いいかぶ 検索 検索 

●アンケートのお問い合わせ  
 「e -株主リサーチ事務局」 

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30） 
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。 

商号 ソニーフィナンシャルホールディングス株式会社

（英文名：Sony Financial Holdings Inc.）

設立 平成16年4月1日

所在地 東京都港区南青山1丁目1番1号

事業内容 生命保険会社・損害保険会社・銀行・その他の保険業

法および銀行法の規定により子会社とした会社の経営

管理およびそれに附帯する業務

事業年度

定時株主総会

基準日

公告方法

株式事務取扱場所

株主名簿管理人

同事務取扱場所

同取次所

株式事務に関する

お問い合わせ先

毎年 4月1日から翌年 3月31日まで

毎年 6月

定時株主総会において権利を行使できる株主は、

毎年3月31日の最終の株主名簿（実質株主名簿

を含む。）に記載・記録された株主といたします。

電子公告

（ただし、事故その他やむを得ない事由によって

電子公告による公告をすることができない場合

は、日本経済新聞に掲載して行います。）

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

三菱UFJ信託銀行株式会社 全国各支店

〒137-8081 東京都江東区東砂7-10-11

電話：0120-232-711 (フリーダイヤル)

(受付時間 土・日・祝祭日を除く 9:00～17:00)

会社概要

株主名 所有株式数
発行済株式の総数に
対する所有株式数の
割合（％）

大株主の状況（平成20年3月31日現在）

株主メモ

ソニー株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

ステートストリートバンクアンドトラストカンパニー 505103

ザチェースマンハッタンバンク 385036

ビービーエイチブイアイピーコントラフアンドフイナンシアルズサブ

モルガンスタンレーアンドカンパニーインク

シービーニューヨークオービスエスアイシーアーヴィー

ステートストリートバンクアンドトラストカンパニー

ゴールドマンサックスアンドカンパニーレギュラーアカウント

1,305,000

48,603

48,341

42,666

38,509

35,482

34,773

31,115

30,759

21,953

60.00

2.23

2.22

1.96

1.77

1.63

1.59

1.43

1.41

1.00
TEL : 03-5785-1070（代表） 
http : //www.sonyfh.co.jp/

Cert no. SGS-COC-2499 地球環境に配慮した大豆油 
インキを使用しています 


